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	１１月１０日（木）

「三国志」の世界

―諸葛亮と卑弥呼
東洋研究所兼担研究員
文学部中国学科教授
渡邉 義浩
	  ３世紀の東アジアは、中国では「三国志」、日本では卑弥呼の時代です。三国時代には、魏・呉・蜀の三国が中国統一を目指し戦いましたが、蜀の劉備・劉禅父子を助け、魏への北伐の途上に死去した諸葛亮（諸葛孔明）は、中国を代表する忠臣として、古来より日本でも有名です。卑弥呼が魏に使者を派遣して、親魏倭王に任命されたことは、この諸葛亮が五丈原で陣没したことと係わりがあります。講義では、諸葛亮を中心としながら、３世紀の東アジアの外交関係をお話いたします。

	１１月１７日（木）

現代「三国志」

―反日デモの背景

東洋研究所助教授
岡崎 邦彦
	毎年３月、わたしは中国を放浪しているが、今年は日本を｢悪者｣扱いする地方の新聞記事が目立った。まもなく中国全土で反日デモが起き、日本大使館や日本料理店などが破壊された。そのデモの背景に、台湾問題やアジア・太平洋地域の安全保障を巡る日・米・中の対立があり、さらに近年東アジア共同体の主導権を巡って日・中・韓それぞれの思惑がある。いったい、中国は何を企図しているのか、その世界戦略を明らかにする。

	１１月２４日（木）

中国は新文明の形成が可能か
東洋研究所兼任研究員
大東文化大学名誉教授
小島 麗逸
	大陸周辺部を含めて東アジアは元気がよい。中国は過去に絢爛たる文明を築きあげた。現在、アメリカが２０世紀に作り上げた高度物質文明を懸命に吸収しており、アメリカの次に新文明をつくる濳在力のある国である。そのためには幾多の国内矛盾を克服しなければならない。新文明形成の意識と深刻化する矛盾との相克をお話しする。


●時間：各回とも13:00～15:00
	■会　場：大東文化大学徳丸研究棟3階会議室
· 交　通：東武東上線『東武練馬駅』下車徒歩12分
　　　　　　都営三田線『西台駅』『高島平駅』下車ﾀｸｼｰ5分
· 受講料：1回1,000円（各回当日支払）

· 定　員：100名（先着順）

· 受付期間：9/21(月)～10/28(金) (消印有効)
	≪問合せ先≫

　　　大東文化大学　東洋研究所

　　ＴＥＬ：03-5399-7351　　ＦＡＸ：03-5399-8756
· 注意事項

· 受付は先着順とさせていただきます

· 駐車場はありません。お車での来場はご遠慮ください


申込み方法　左下の申込書を切り取り、必要事項をご記入の上、ハガキの裏面に貼付してください。

　申込み先：〒175-0083 板橋区徳丸2-19-10　大東文化大学東洋研究所 公開講座係　行
　　　　　　　　　　(
　　　　公開講座受講申込　　　　　　　　　　　　　　　　会場案内

　受講希望日に○印をつけてください。
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